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２

○前回系統ＷＧ（第22回2019年8月1日）では、容量面の制約となる基幹系統の増強工事概要
をご説明しました（下図参照）。

前回の報告内容



３

○第22回系統ＷＧでの報告以降、北海道内の３エリア（道南、道東、苫小牧）において電源
接続案件募集プロセス（以下、「募集プロセス」）の開始が公表されました。（2019年10
月4日）

○今回、各エリアにおける制約設備の増強案に加え、第22回系統ＷＧでのご指摘事項（ベス
トプラクティスを取り入れつつ、より合理的な案となるよう検討すべき）を踏まえ、既存
系統を極力活用しつつ、可能な限り工期を短縮する代替案の検討を行いました。

今回の報告内容

第22回系統ＷＧ（2019年8月1日）資料７ Ｐ４



４

既存系統を極力活用する代替案

○既存系統を極力活用するための代替案として、当社には導入実績はない設備です
が、一部エリアでは導入実績のある「位相調整変圧器」を採用する案について検
討を行いました。

〇左下図のような系統構成の変圧器に位相調整変圧器を採用することで、右下図の
ように潮流を調整し、既存系統の容量を有効に活用することが期待できます。

○具体的な運用方法等について、引き続き詳細検討を進めてまいります。

Ｇ Ｌ Ｇ Ｌ
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道南エリアの増強案 【道南】

５案１ 制約設備の増強 案２ 位相調整変圧器導入

○道南エリアは、275kV道南幹線、187kV函館幹線にて道央系統と繋がっており、系統内の再エ
ネ電源他で発生した電力は、連系点の電圧階級（低圧・高圧・特別高圧）に関係なく、この
２線路に分流して道央圏に流れます。

○２線路のうち187kV函館幹線の容量制約により、道南一帯の空容量がゼロとなっております。
○制約設備の増強（案１）の他に、大野変電所の変圧器を位相調整変圧器に更新し、275kV道
南幹線側に潮流を寄せる対策（案２）を検討しました。

電源種別 太陽光 風力 バイオ 水力 地熱 その他 合計

潜在容量※ ０ ７９ － ０ ５ － ８４

[万kW]

※2019年6月末時点、接続検討受付済（受付予定含む）、接続検討回答済・本申込前の合計、
合計値は端数処理により合わない場合がある（以下、同様）
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案１ 案２

工事概要 187kV函館幹線を275kV昇圧 大野変電所275/187kV変圧器２
台を位相調整変圧器に更新

総工事費※１ ７００億円程度 ７０億円程度

空容量※２ ２５万kW程度 １５万kW程度

工期※３ １５年以上 ５年程度

【道南】

６

○下表のとおり、案２は案１に比べ創出される空容量は小さくなるものの、工期お
よび工事費の大幅な短縮・低減が見込まれます。

道南エリアの増強案比較

※１ 標準単価等により算定した現時点の概算値であり精査が必要。
※２ 記載の数値は、北七飯、大野の187kV系統に新規電源を任意に接続した例を示したもの

であり、連系可能量（空容量）は新規電源の分布状況により大きく変化する。
※３ 当該工事単独実施の工期であり、他工事との輻輳により延伸の可能性がある。



道東エリアの増強案
○道東エリアは、275kV狩勝幹線、187kV新得追分線、187kV日高幹線にて道央系統と繋がって
おり、系統内の再エネ電源他で発生した電力は、連系点の電圧階級（低圧・高圧・特別高
圧）に関係なく、この３線路に分流して道央圏に流れます。

○３線路のうち新得追分線と日高幹線の容量制約により、道東一帯の空容量がゼロとなってお
ります。（留辺蘂・女満別・釧路方面は糠平新得線の制約もあり）

○制約設備の増強（案１）の他に、275kV設計となっている187kV道東幹線を昇圧し、位相調整
変圧器を設置して275kV送電線に潮流を寄せる対策（案２）を検討しました。

【道東】

７案１ 制約設備の増強 案２ 位相調整変圧器導入

電源種別 太陽光 風力 バイオ 水力 地熱 その他 合計

潜在容量 １３ ６１ ４ ４ １ － ８４

[万kW]
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道東エリアの増強案比較 【道東】

○下表のとおり、案２は案１に比べ創出される空容量は小さくなるものの、工期
および工事費の大幅な短縮・低減が見込まれます。

案１ 案２

工事概要 187kV新得追分線増強
187kV日高幹線増強
187kV糠平新得線増強

宇円別変電所に275/187kV位
相調整変圧器を設置
187kV道東幹線275kV昇圧※１

工事費※２ ６００億円程度 １００億円程度

空容量※３ ４５～６５万kW程度 ２０万kW程度

工期※４ １５年以上 ５年程度

※１ 187kV道東幹線の支持物は、一部を除き275kV設計となっている。
※２ 標準単価等により算定した現時点の概算値であり精査が必要。
※３ 記載の数値は、静内、西音更、北芽室、留辺蘂、女満別、宇円別の187kV系統に新規

電源を任意に接続した例を示したものであり、連系可能量（空容量）は新規電源の分
布状況により大きく変化する。

※４ 当該工事単独実施の工期であり、他工事との輻輳により延伸の可能性がある。

８



苫小牧エリアの増強案 【苫小牧】

９

案１ 制約設備の増強 案２ 275kV送電線の新設

○苫小牧エリアは、187kV室蘭西幹線と187kV勇払線にて道央系統と繋がっており、系統内の再
エネ電源他で発生した電力は、連系点の電圧階級（低圧・高圧・特別高圧）に関係なく、こ
の２線路に分流して道央圏に流れます。

○２線路のうち187kV室蘭西幹線の容量制約により、伊達方面を含む苫小牧一帯の空容量がゼ
ロとなっております。

○苫小牧エリアは、道南、道東のような代替案がないことから、制約設備の増強（案１）の他、
可能な限り工期を短縮する対策（案２）を検討しました。

電源種別 太陽光 風力 バイオ 水力 地熱 その他 合計

潜在容量 ９ ４６ ２９ １ １ ２ ８７

[万kW]
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案１ 案２

工事概要 187kV室蘭西幹線 西室蘭～双葉
～西野間増強

275kV送電線新設
（伊達発電所～西双葉間）

工事費※１ ２００億円程度 １５０～２００億円程度

空容量※２ ２０～４５万kW程度 ５０～８５万kW程度

工期※３ １１年程度
（２区間同時施工可能と仮定）

９年程度

10

【苫小牧】苫小牧エリアの増強案比較

○下表のとおり、案２は案１に比べ若干の工期短縮と空容量の増加が見込まれます。

※１ 標準単価等により算定した現時点の概算値であり精査が必要。
※２ 記載の数値は、伊達、苫小牧の187kV系統に新規電源を任意に接続した例を示したもので

あり、連系可能量（空容量）は新規電源の分布状況により大きく変化する。制約設備近隣
の伊達・室蘭方面に申込みが集中した場合、連系可能量は小さくなる方向となる。

※３ 他工事との輻輳により延伸の可能性がある。
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募集プロセスで進める系統増強の方向性

○募集プロセスの開始が公表された北海道内３エリア（道南、道東、苫小牧）の増
強案について、第22回系統ＷＧでのご指摘を踏まえ検討を行いました。

○検討の結果、制約設備の増強（案１）の他、既存系統を極力活用しつつ、可能な
限り工期を短縮する対策（案２）が考えられます。

○既に北海道の再生可能エネルギー電源容量が最大需要を超える見通しの状況にお
いて、将来の電源ポテンシャルに対する系統形成の在り方を見据えた募集プロセ
スの系統増強の方向性について、ご審議をお願いいたします。

○弊社は、電力の安定供給を大前提に、再生可能エネルギーの導入拡大に向け、国
や広域機関とともに検討してまいります。
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空白ページ
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募集プロセスの課題 低圧発電設備の扱い

○近年、太陽光を中心とする全量売電目的の低圧発電設備の申込みが増加しておりま
す。今後、低圧発電設備の申込みが至近のペース（家庭用含め全道で年間１０万kW
程度)で連系するものとすると、将来的に次の問題が想定されます。

①募集プロセスで確保する連系可能量（右下表の空容量）における低圧発電設備の
割合増加

②潮流調整システム※導入箇所の抑制量増加

低圧発電設備の契約申込量（取下考慮）

エリア 増強案 空容量

道南
案１ ２５

案２ １５

道東
案１ ４５～６５

案２ ２０

苫小牧
案１ ２０～４５

案２ ５０～８５

[万kW程度]

増強案と連系可能量（空容量）の関係

※次ページ参照
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【参考】潮流調整システムについて

第11回系統ＷＧ（2017年9月27日）資料５ Ｐ１０より抜粋



【参考】低圧事業用発電設備の設置状況（点在型）

●2017年度申込 本図内で175件
●2018年度申込 本図内で135件
合計310件（約1万2千kW）

○低圧事業用発電設備は、空き地を
利用して設置する「点在型」が一般
的となっています。

○それぞれは50kW未満であっても、
一定のエリア内に集中することによ
り、エリアの送配電設備への影響が
無視できない状況となっています。

○例えば右図の場合、1件単位では
50kW未満ですが、310件集約するこ
とで合計12,000kW程度と、大きな規
模になります。

10km

【点在型】
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【参考】低圧事業用発電設備の設置状況（集中型）

○一方、敷地を分割して分譲販売用として設置する「集中型」も見られます。

○大規模な造成により、特高連系と同等規模になる案件の問い合わせも受けています。

（例）49kW×500件の場合

G G G G

49kW 49kW 49kW 49kW

G

49kW

～

49kW/件×500件＝24,500kW

～ ～

低圧

高圧

特別高圧 24,500kW

（需要・損失は考慮せず）

～

1件単位は50kW未満でも、
合計すると特別高圧連
系と同等規模の逆潮流
となります。
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特定負担

低圧事業用太陽光発電設備
約500件・合計約2.5万kW

約1km

約
70
0m

【集中型】
（今年度に実際の申込みがあった事例）
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